
令和 6年 3月の問題-No.3

問題
出題図を図 1に示す。

図 1 出題図
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解答
図 2を用いて考察する。まず、上線と下線のなす角 2ϕについて考える。令和 6年 2月の問題 3

で用いた、2辺に接し互いに外接する 2円の径の比 k と 2辺のなす角 2θ の関係

sin θ =
k − 1

k + 1
(1)

k =
1 + sin θ

1− sin θ
(2)

から、大円径と小円径の比 = 245
196 = 5

4 であるので、(1)式より正弦を求め、余弦、正接も求めると

sinϕ =
5
4 − 1
5
4 + 1

=
1

9
(3)

cosϕ =
4
√
5

9
(4)

tanϕ =

√
5

20
(5)

を得る。同様にして、甲円径 25寸、大円径 245寸より、大円と甲円の径の比は 49
5 である。(1)式

より

sinα =
49
5 − 1
49
5 + 1

=
22

27
(6)

cosα =
7
√
5

27
(7)

tanα =
22

√
5

35
(8)

となる。
2α− 2ϕが 2β の補角になるため、以下の関係が成立する。

2α− 2ϕ+ 2β = π (9)

これを変形して

α+ β =
π

2
+ ϕ (10)

となる。この両辺の正接を考えて式変形すると

tan(α+ β) = tan(
π

2
+ ϕ) = − 1

tanϕ
(11)

tanα+ tanβ

1− tanα tanβ
= − 1

tanϕ
(12)

22
√
5

35 + tanβ

1− 22
√
5

35 tanβ
= − 1

√
5

20

(13)
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となり、これを tanβ について解いて、正弦も求めると

tanβ =
2
√
5

5
(14)

sinβ =
2

3
(15)

を得る。乙円径と大円径の比を (2)式より求めれば

(大円径)

(乙円径)
=

1 + sin β

1− sinβ
=

1 + 2
3

1− 2
3

= 5 (16)

である。よって乙円径は、大円径の 1
5 = 245× 1

5 = 49寸となる。

図 2
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